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十
一
月
十
六
日
（
日
）
小
田

小
学
校
を
会
場
に
、
第
十
一
回

小
田
区
民
祭
が
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
催
し
は
、
小
田
生
き
活
き
健

康
村
実
行
委
員
会
が
地
域
活
性

化
の
た
め
に
始
め
た
手
作
り
の

お
祭
り
で
、
二
年
に
一
度
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
地
元

「
か
え
で
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
大
正
琴
の
演
奏
に
続
き
、
小

田
小
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
人
権
の
花
」
中
間
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
一
村
一

芸
大
会
で
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」

を
扱
っ
た
下
引
治
集
落
の
寸
劇

な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し

物
に
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
笑

い
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
お
た
か
ら
文
化
祭
」

や
小
田
出
身
の
書
道
家
「
大
石

柳
堂
先
生
」
の
書
展
、
小
田
小

学
校
卒
業
写
真
の
展
示
な
ど
も

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
や

懐
か
し
い
写
真
に
目
を
細
め
る

姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
手
作
り

の
う
ど
ん
や
焼
き
鳥
な
ど
の
バ

ザ
ー
も
行
わ
れ
、
地
区
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
人
が
、
楽
し

い
「
小
田
の
農
休
日
」
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

玖
珠
地
区
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
（
麦
の

会
）
で
は
、
各
団
体
の

健
康
教
室
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
一
月
十
九
日
に

玖
珠
自
治
会
館
で
男
性

対
象
の
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
の
委
託
事

業
と
し
て
、
男
性
に
料

理
を
作
る
楽
し
さ
と
大

切
さ
を
広
め
よ
う
と
麦

の
会
が
主
催
で
行
っ
た

も
の
で
、
玖
珠
自
治
会

館
で
毎
月
料
理
教
室
を

し
て
い
る
「
き
り
か
ぶ

ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
会
員

な
ど
十
八
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
料
理

は
、
見
た
目
も
味
も
上

出
来
で
参
加
者
か
ら
は

「
こ
れ
は
い
い
酒
の
肴

に
な
り
そ
う
だ
」
の
声

も
き
か
れ
ま
し
た
。
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「
笑
い
・
涙
・
感
動
」

小田小学校では、「人権の花」運動で花を

育てることにより「やさしさ・思いやりの心」

「命を大切にする心」を育て、地域の人にそ

の心を広げ、繋がりを深めようと、春から活

動に取り組んできました。舞台では、小さな

種が芽を出し花を咲かせる様子を、児童全員

で発表しました。

その後、風船飛

ばしのイベントが

行われ、花の種を

結びつけた色鮮や

かな風船が、空高

く飛んで行きまし

た。

「人権の花」運動
「やさしさ・思いやりの花」で小田地区のおじ
いちゃんおばあちゃんとつながりを深めよう！

小
田
区
民
祭

～麦の会主催～

男性料理教室開催


